　令和６年度事業計画について
令和６年度事業計画
１　運営方針
· 子ども・子育て支援新制度の検証と理念の実現

· １町１園の立地条件を生かし、地域に信頼される開かれたこども園に（教育と保育の充実）
· 理念、方針の実現を目指しての組織的な園運営（分掌の責任の明確化）
· 園内外の研修の充実による職員の資質向上（園評価を活かして）
· ホームページや園だより、クラス通信（コドモンの導入で、ペーパーレス）財務状況の公表等による開かれた園運営を目指しての広報活動のより一層の充実　
＊ホームページを、行事、クラスごとの園児の様子を順次配信
· 安定した職場の人的環境の維持のための人材の確保
· 職員の処遇改善の更なる実施
· 登降園システム（コドモン）の導入
２　重点事項

・ 円滑な保育課程の実施と評価、改善の継続
· 全職員による園評価、自己評価（３か月ごとの目標設定と見直し）、保護者評価（アンケート）読書アンケートの継続実施による業務の改善

· 生きる力となる自己肯定感、自主性を高める基盤づくり　（知・徳・体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊０歳児からの絵本の読み聞かせ等の読書教育（知、徳）

　　　　　常に３０００冊の本を常設し、毎年１００冊の本を購入。毎日　朝、午睡前、帰りと３回の読み聞かせを行う。親子読書の推進。　
＊自然体験を重視した園外保育、異年齢交流を柱とした活動等（徳）
＊体感を鍛える活動の工夫、０歳からの食育活動（体）

＊今求められる英語活動、サイエンス活動、　（知）
・ 職場内でのオープンな保育実践の公開と交流、事例研修を通しての教育保育力の向上、研修を通した保育士の資質向上　　　

・ 小学校との緊密な連携
　　　　＊小学校図書館訪問し、小学生による読み聞かせ、保育士が学校の授業参観、小は学校教諭の保育参観、小学校教諭・民生委員・保育士による情報共有等
　　　　＊中学生との交流
　　　　　　職場体験、手作り玩具を通した遊び
・ 食育教育の推進
　　＊コマツとの杜（米づくり・サツマイモづくり・ひまわりの種植え等）、JA女性部との交流（バケツ稲・リースづくり等）
　　＊ジャガイモ、郷土食づくり体験等
　　＊園庭での野菜作り、継続した体験、保護者にむけたレシピ配布、試食会等
　　＊１歳児からの食育活動の工夫
・ 地域子育て支援事業の推進
　　＊子育てサロンの実施
・　本園舎最後の年となる。その事を踏まえた保育内容の工夫。
３　地域子育て支援事業、特別保育事業

１）　延長保育事業（朝７時から夕方７時まで）
２）　健やかふれあい保育（心身に障害のある子どもの保育）

３）　ワンランク上のマイ保育園推進事業「ふれあいサロン」（ひろばの開設による未就園児の親の保育相談、親子の交流）

４）　マイ保育園（登録者の希望による育児体験や利用券を使っての一時保育）
４　施設・設備の整備事業の推進について
1） 新園舎完成（令和７年）
５　主な教育・保育活動
1） 読書活動（読み語り・お話わくわく・紙芝居・積み木の会等）
2） サイエンス（未満児から年長児まで全園児　科学実験等）
3） 園外活動　（全園児　自然体験）　
4） 体育教室（年長・年中児）全身運動
5） ミュージックケア（年少児を中心とした異年齢交流による癒しの体感を通した音楽遊び、一般児の定期的な体験）

6） ハローイングリッシュ（年中・年長児―英語活動や異文化体験）
7） 茶道教室　薄茶―年中児に冬季間
8） 書き方教室　年長児にひらがな指導
9） 食育の推進　調理体験等　　０歳児からの活動を工夫
６　主要行事

　　４月―――入園、進級式、保護者会総会、じゃがいも種植え、県尿検査
　　５月―――内科検診、歯科検診、苗植え、青組親子遠足
　　６月―――のまりん紙芝居
　　７月―――夏祭り、プール開き、夏野菜クッキング、じゃがいも堀り
　　８月―――町内輪踊り　
　　９月－――人形劇
　１０月―――焼き芋大会、町内運動会、敬老会　、秋の遠足　　
　１２月―――クリスマス会
　　２月―――発表会、節分（豆まき）

　　３月―――卒園式
７、　役員会

　（評議員　年１回）
　（理事会、年６回程度）＊園新設に関して回数が増えています）
　　　＊令和５年度は８回実施
８，　移設にむけて
　　移設に向けて、荷物の移動等計画的に
　　なるべく、職員の手をわるざすことなく、保育に専念。
